
11月21日 荒川クリーンエイド in 五色池 
ゴミ拾いと水質調査＆ヨシ笛･ヨシズ編み･リース作り･弓矢遊び･･ 

楽しいことがいっぱいあるよ！ 

今回は、えどがわエコセンターの「子ど

も体験教室」の一環として、10 日付の区報

にも掲載されます。多くの子どもたちが参加

しても大丈夫なように、大人たちもたくさん

参加してください。 
子どもたちは、ヨシ笛とヨシズをおもにや

ります。ヨシは、今年育ったヨシも刈って作

ります。そのほか、弓矢や、ガマの穂遊びもできます。ガマの穂が実って、綿毛のような種をいっぱい飛ばして

います。また、絶滅危惧種のタコノアシが赤く色づいて、きれいなアシを見せています。 

 
10月７日、杉小学校の3・4年生約100名と先生・
父母が五色池にやって来ました。午前中は昆虫や・植

物・鳥・ゴミ・水質などそれぞれ目当ての学習を行い、

お弁当を食べて、午後は自由遊びで、ヨシ笛やヨシズ

編み、弓矢、ヨシ原の迷路遊びなどをやって楽しみま

した。石水さん、大塚さん、佐藤と、立教大学院生の

糸岡君が来て、子どもたちの観察の応援などをしまし

た。 
翌週の14日には、葛飾区の小松南小学校の6年生約
７０人が来て、平井大橋から五色池までのクリーンエ

イドを行い、池で遊んで帰りました。大塚さんと橋本さんが応援しました。 
11月 5日には、大杉小学校に、静岡の大里西小学校の児童が修学旅行で訪問し、同校の体育館で、それぞれ
安倍川と荒川での総合学習の活動体験を児童が発表し、驚くほど活発に質問や意見交換を行っていました。 
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大杉小・小松南小が五色池でクリーンエイド＆環境学習 

午前 10時スタート 
トン汁とバーベキューもあります 
トン汁の具と弁当を持参ください 

自分たちでヨシズを完成させた大杉小の子どもたち 

ゴミを拾い集める小松南小の子どもたち 



五色池は鳴く虫がいっぱい 9月19日観察会報告 
 

９月１９日の観察会は、石水さんにおいでいただいて、鳴く虫の観察会を行いました。 

参加者は、講師の石水さんと小川弥一さん、大塚さん、加藤さん、白鳥さん、芹沢さんと孫（○○君）、山本

さん、佐藤の９人でした。五色池周辺は、エンマコオロギやオカメコオロギなどの合唱であふれんばかり。 

小川弥一さんが、春の観察会においでになって、これから手術ということでみんなで激励してお送りしたので

したが、その後入院して退院され、今回元気に参加されたのが何よりのニュースです。 

石水さんから、コオロギについてのお話と、捕まえ方などの話を聞きました。中土手は、エンマコオロギや

オカメコオロギほか、様々な虫が鳴いていましが、目当ての、カンタンは残念ながらまだ聞くことはできません。

荒川でも、9 月 15 日、北区の河川敷ではすでに日中でも鳴いていたのですが、この日は少し暑いせいか、ま

だ鳴いてくれません。その代わり、こうもり傘を逆さにしてヨモギやセイタカアワダチソウの茎をゆすると、カ

ンタン数匹が落ちてきました。また、カネタタキもはいりました。カンタンは、家に持ち帰って、ヨモギの葉を

入れて飼っていますが、夜になると、「リュ－ッ、リューッ、・・・」と夜通し鳴いています。泣き声で分かった

のですが、これは「ヒロバネカンタン」でした。後日、10月17日の荒川クリーンエイドの際に、下平井の水

辺で捕まえた、カンタンは、家で飼っていたら、夜に｢ルルルル・・・・・・｣と連続的に鳴き、本物（？）のカ

ンタンでした。腹に黒い縦の筋のあるのが特徴のよう

です。 

石水さんは、コオロギなどの虫を捕まえるいろんな

道具を自分で考案して持っています。この日は、ペッ

トボトルを切って作ったものを２種類ほど持参しまし

た。新案の道具は、四角の500ml ペットボトルの横

に穴を置けたもので、コオロギなどを見つけたら、上

からぱっと被せるものです。また、コオロギ類の鳴き

声を録音したMDを私たちに聞かせてくれました。ツ

ヅレサセコオロギ、タンボコオロギ、マダラスズ、ク

サヒバリ、シバスズ、ヒゲシロスズなどのさまざまな泣き声を

録音で聞くことができました。 

お話では、数年前の台風で流れてきたマツムシが、江東区の

荒川河川敷･砂町水辺公園に住み着き、チンチロリンときれい

な声で鳴いているそうです。オカメコオロギは、モリオカメコ

オロギ、ハラオカメコオロギ、タンボオカメコオロギの３種類

のほかに、オオオカメコオロギという種類がおり、それが、新

座市のある寺にいるということで、前日に行って、鳴き声を録

音し固体も取ってきたということでした。 

１０月１０日午後１0 時４５分から１１時４５分 NHK 

BS2で『熱中人』ということで放映されました。石水さんは、

ビデオや DVD にも収録してありますので、ご希望の方はご

連絡ください。             （佐藤正兵） 

石水式虫捕獲器？  

ヒロバネカンタンのオス 


